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指導上の留意点

1)野 革生産量の推移か らみて、まだ放牧可能限界には至ってなぃと思われ る。

2)試 験は 180 taの造林地を 30例 /C6区 ~m‐
じ輪挟放牧 した威績 である。
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肉牛放牧による高源造林地牧養力の年次推移

参考資料

試験成績概要報告書 昭 和 50、 51、  52

不 耕 起 放 牧 草 地 に お け る人 為 追播

1 :背景 と特徴

草地の不耕起造威法は、山地傾斜地における適応技術として広く普及されるようになつたが、

利用年数の経過に伴い、土壌の変化、草種の偏 り、有害雑阜の侵入などによる牧養力の低下、

車質の劣化などの問題が生 じてきている。

この対策の 1つ として追播に よる更新を検討 した結果、造成後の適切な汗l」R管 理によって追

播草の定着が期待できる結果をえた。

2 技 術内容

追播草種の定着をはかるためにな、放牧管理上、次の点に留意することが必要である。

1)追 播翌年の放牧開始時期の早晩は、追括草の定着の良否に密接な影響を及ほす。放牧開始

時期が遅 くなるほど、入牧時の現存車量が多 くなり、追舞車は既存牧車に庇圧され、定着が

不良1/Cなる。 したがって、追播草の定着をはかるためには、 1・ 2回 目の入牧時期は、おそ

くとも、現存革童が440k′/10a(草 丈 35～ 38筋 )に達する以前に放牧す ることが必

要である。

追露効果 と入牧時の現存尊量及び放牧圧

1追揺草種の混在士ヒ率の1 入牧時現存草量(町/10a) 放 牧  E(cD/統 )
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追磨草種の追播による増加率(・y)%と 入牧時の現存車量 (x降 /10a)と の関係

100   200     300    400   500k存/10a
″―  入 牧時の現存草量 (x)    ―

2)追 播草種の定着をはかるためには、一定以上の放牧強度が必要である。すなわち、追播後

の放牧強度の大小は、追播車の生育に密接な影響を及ぼ し、とくに3回 目の放牧時の放牧圧

の強弱が追播効果 と密接な関係がある。

放牧強度を入牧時の現存車量に対する 処 放牧頭数 (下式 )           '

館羅猛デ  (C・Dィton)
の形で示 した場合、放牧 1・ 2・ 3回 目の平均で 10CD/tOn以 上 の放牧Eが 必要であ

る。
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3)般 牧正が強まるほど、追播車の定着が促進される。 1・ 2・ 3回 においては、放牧E l

CD/ton増 加するに伴い、約 1.1%の 追播草種比率の増加が期待される。

3 指 導上の留意点

1)追 拓革種の定着のため、通正な施肥を行なうこと。

2)雑 草の伎入の著るしい所では、雑草の急、激な生育を抑えるため、放牧方法を説節することc

3)追 播革の革種によって、放牧方法を弾力的に行なうこと。 (例えば、ケンダブキープルー

グラスや トールフェスクなど初期佳育の遅い革種の場合は、按牧時期を早めたり、回数を多       |
|

くした りする )           「

4)混 播草地の現存草量を草丈か ら推定するためには、次テとを利用するのがよい。

y(k夕 /10a)=40.27-7,74x+0。 55ゴ    xは 草丈観ぁ(基底被度 60～ 80%)

y(町 /10a)=-17.32+1.18x+0.35x2       (基 底被度80～ 10シ ノ

4 関 連試験課題名

昭 5ユ i52  岩 手畜試

高冷傾斜地における不耕起放牧草地の永年維持技術 一 人為追播法一

5 参 考資料         !i 十

1)岩 手県畜産試験場 研究報告 第 4号   昭 和 49年   岩 手畜試

2)    ″        〃    第 3号   昭 和 48牛     〃

3)試 験成績概要書            昭 和 52年    〃

7  チ モ シ ー
草 地 の 生 産特 性

l 背 景と特徴

公共草地等大裁模な牧草地では作業体採等からチモシーの見直 しと、
一部導入がみられる。

こうしたことからチモンーの特性を把握するためオーチャードグラスと対比し、検討 し、若千

の知見を得た。

2 技 術の内容

(収量性 )

1)1番 草収量はチモシーが多収である。

2)1番 草収量の持続劫問もチモンーが長く、 7月 下旬までは収量の低下が少い。

3)再 生はオーチャードグラスに劣り、特に夏期降水量の少い時期の再生は悪い。

4)倒 伏性からみたチモシーの1番車の施肥通量はN威 かで5町 /10a位 が目安である。
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